













































例えば， 「七，人々の仕事」や「十三，仕事場」， 「十五，郵便と電信」， 「十八，役所」
12) 
などの題目に相当するものは『郷土の観察』にはみられない。また， 「四，空模様」， 「五，
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学期 月 題目 時限 小計
4月 展望 4 
5月 私共の学校 3 
1 
6月 野山の状態 4 
14 7月 空模様 1 
雨降り 1 
夏の暑さ 1 
8月 人々の仕事 1 
田畑の作物 2 
9月 山や海の産物 2 
人の往来 2 
2 10月 物のうんばん 2 17 
とりいれ 2 
11月 仕事場 2 
市場と店 2 
12月 郵便と電信 2 
1月 冬の寒さ 2 
3 
2月 冬の生活 2 
8 役所 2 
3月 私共の村や町 2 
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